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不信仰への警告②心の闇 

ルカの福音書11章33-36節 

2012,7,29 HKJCF 

 

Ⅰ概観 
序）生活に適用され、心の闇を除く信仰 

１、光を生活の中心へ               33 

２、光へ目を向ける                34                          

３、健全な目を持つ              35 

４、光を受けて全身が輝く            36 

適用）あなたの信仰を妨げている心の闇
について配偶者以外の最低一人の信仰
者と誠実に分かち合いましょう 

Ⅱ光を生活の中心へ 

１、家の中心に燭台を       

①家=生活 ②燭台=福音のみ言 

２、譬えの意味 

①穴倉=信仰を隠す ②枡の下=生活第一 

③燭台の上=信仰を生活の中心へ 

３、生活は信仰の道場(神の子の生き方) 

神の子の生活←→困ったときの神頼み 

⇒子どもへの最高の賞賛は「父,そっくり」 

Ⅲ光へ目を向ける 
１、体の光=目(窓)           マタイ6:19-24 

２、地上の宝と天上の宝 

①地上の宝(富)→闇 

②天上の宝(神)→光 ③父への信頼    

３、目はどこに？          コロサイ3:1-4 

①上にあるもの ②天にあるもの 

③神の内に隠されている私(真のID) 

⇒望み・喜び・栄冠  Ⅰテサロニケ2:19-20 

 
 

 

Ⅳ健全な目を持つ 
１、健全な目とは？←全身の明るさと輝き 

２、不健全な目①方向のズレ(地上の欲） 

②視野が狭い(自分中心) 

③焦点が合わない(キリストが中心) 

④ベールで覆う(自分の基準) 

⑤目を閉ざす(被害者意識) 

⑥人の欠点がすぐ分かる(高ぶり) 

⇒⑦自分のことが分からない(マタイ7:5) 

 

 

Ⅴ光を受けて全身が輝く 

１、イエス様が光源（太陽と月） 

２、全身でイエス様に向かう（健全な目） 

①主への献身（全存在で）    ローマ12:1-2 

②神と人の前に秘密がない  Ⅰヨハネ1:9 

３、私自身が輝く              黙示22:1-5 

①光に向かう：義認②光に覆われる：聖化 

③全身が輝く：栄化        Ⅱコリント3-4 

⇒私たちは今輝き、再臨の日、全身で輝く 


